
市議会の第3回定例会が、９月１日（月）～９月１８日（木）に開かれました。　　 　 　　問合せ＝議会事務局(内線774)

議決結果について
件　　　　　　　　　名 議決結果

同
　
意
　
案

同意案第３号　教育委員会教育長の任命について
松原 義文 氏を教育長に任命することについて、議会の同意を得ます。

同意
（賛成全員）

同意案第４号　固定資産評価審査委員会委員の選任について
馬場 勝也 氏を固定資産評価審査委員会委員に選任することについて、議会の同意を得ます。

同意
（賛成全員）

同意案第５号　人権擁護委員の推薦について
植松 明夫 氏を人権擁護委員に推薦することについて、議会の同意を得ます。

同意
（賛成全員）

同意案第６号　人権擁護委員の推薦について
阪本 裕紀子 氏を人権擁護委員に推薦することについて、議会の同意を得ます。

同意
（賛成全員）

同意案第７号　人権擁護委員の推薦について
平井 信明 氏を人権擁護委員に推薦することについて、議会の同意を得ます。

同意
（賛成全員）

議
　
　 

　
　
　
　
　
案

議案第４０号　大和郡山市職員の育児休業等に関する条例及び大和郡山市職員の勤務時間、休
　　　　　　　日及び休暇に関する条例の一部改正について

育児に係る部分休業制度において新たな取得方法を追加するとともに、職員が子の年齢に応
じた柔軟な働き方を選択できるよう支援するための措置について規定します。

原案可決
（賛成全員）

議案第４１号　大和郡山市債権管理条例の制定について
本市が保有する債権について、統一的な管理基準を確立することを目的とし、具体的な債権
管理の手続きに関して必要な事項を定めます。

原案可決
（賛成多数）
※賛否は別表

議案第４２号　令和７年度大和郡山市一般会計補正予算（第３号）について
・補正額　　6,691万円の増額　　・歳入歳出総額　376億7,731万円
・主な補正内容：マイナンバーカード更新に係る窓口業務増大に対応するための関連事務
経費、清浄会館の旧斎場部分の解体等に要する経費など

原案可決
（賛成全員）

議案第４３号　令和７年度大和郡山市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について
・補正額　　1,986万円の増額　　・歳入歳出総額　101億5,232万8,000円
・主な補正内容：国及び県負担金等の精算の結果、超過交付が発生したことによる償還金に
要する経費

原案可決
（賛成全員）

議
　
　 

　
　
　
　
　
認

議認第3号　令和６年度大和郡山市一般会計歳入歳出決算について
歳入総額　　368億8,388万3,000円　　　歳出総額　358億4,768万5,000円
実質収支額　　 8億3,372万2,000円

認定
（賛成多数）
※賛否は別表

議認第4号　令和６年度大和郡山市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について
歳入総額　　  87億7,804万4,000円　　　歳出総額　　 86億634万2,000円
実質収支額　　 1億7,170万2,000円

認定
（賛成多数）
※賛否は別表

議認第5号　令和６年度大和郡山市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について
歳入総額　　  18億4,331万5,000円　　　歳出総額　 18億4,067万8,000円
実質収支額　　　　   263万7,000円

認定
（賛成多数）
※賛否は別表

議認第6号　令和６年度大和郡山市介護保険事業特別会計歳入歳出決算について
歳入総額　　  97億5,813万8,000円　　　歳出総額　  97億5,700万3,000円
実質収支額　　　　   113万5,000円

認定
（賛成全員）

議認第7号　令和６年度大和郡山市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算について
歳入総額　　　　　3,445万3,000円　　　歳出総額　　　　2,835万2,000円
実質収支額　　　　　610万1,000円

認定
（賛成全員）

議認第8号　令和６年度大和郡山市公園墓地事業特別会計歳入歳出決算について
歳入総額　　　　　5,366万9,000円　　　歳出総額　　　　  983万6,000円
実質収支額　　　　4,383万3,000円

認定
（賛成全員）

議認第9号　令和６年度大和郡山市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算について
歳入総額　　　　　　　　   838万円　　　歳出総額　　　　　　　  838万円
実質収支額　　　　　　　　　　0円

認定
（賛成全員）
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件　　　　　　　　　名 議決結果
意
見
書
案

意見書案第9号　学校施設を良好に保ち、快適な教育環境を確保することに関する意見書について 原案可決
（賛成全員）

2大和郡山市議会だより　令和７年　第 3回定例会

一般質問 一般質問 発言の要旨発言の要旨

賛否が分かれた議案
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議 案 第 41 号
議
　
　
長

〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 認 第 3 号 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 認 第 4 号 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 認 第 5 号 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

賛成・・・〇　　反対・・・×　　棄権・・・棄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※議長は採決に加わりません。

市議会からのお知らせ
大和郡山市議会議員は政務活動費を受け取っていません

平成 13 年に制度化され、議員が受け取ることのできる政務調査費（現在は政務活動費）ですが、市の財政
状況等を鑑み、大和郡山市議会議員は、当初から受け取っていません。

QRコードから、議会インターネット中継をご覧いただけます。QRコードから、議会インターネット中継をご覧いただけます。

※携帯電話回線で視聴する場合は、データ通信量の上限にご注意ください。
※携帯電話回線の契約内容によっては、通信料の支払いが必要となる場合があります。

1 日目 2日目

福祉事業について 大和郡山すこやか２１計画推進について

令和6年改正で「持続可能な権利擁護支援モデル事
業」が拡充され、包括的な相談・調整窓口の整備に

加え、総合的なパッケージ支援が追加されました。この事
業の活用についての市のお考えは。

高齢化が進み、高齢者の単身世帯の増加が見込まれ
る中、身寄りのない高齢者等の生活上の課題に向き

合い、安心して歳を重ねることができる社会を創っていく
ことは重要であると考えております。実施に当たっては庁
内関係部署のみならず、外部の関係諸団体との連携も必要
となり、また相談から調整までを担う専門の相談員配置な
ど体制づくりから必要となることから、他の実施自治体の
状況も見ながら検討していきたいと考えます。

第２次大和郡山すこやか２１計画において、市民の
健康増進に取り組む中で、特に生活習慣病の予防と

して、歩くこと（１日８，０００歩の内、早歩き２０分）
が重要でありますが、その取り組みについてお聞かせくだ
さい。

生活習慣病の予防を図るには、運動する習慣を身に
つけることや歩く機会を増やすことが重要でありま

す。特に歩くことは、骨や筋肉の強化、ストレス解消など
心身の健康に非常に効果的であることから、今後は、既存
のウォーキングコースを紹介するなど、多くの人が無理な
く日常生活の中で歩くことができる方法や環境を提供でき
るよう努めて参ります。

村田俊太郎  議員 林　浩史 議員

 １ 日 目

一般質問 発言の要旨
QR コードから、議会インターネット中継をご覧いただけます。

※請願書 ( 陳情書、要望書 ) の提出について：請願書等はいつでも受付をしていますが、審査の都合上、できるだけ定例会開会前の議会運営委員会が
開かれるまでに提出してください。なお次の定例会は、12 月上旬の予定です。詳しくは、議会事務局 ( 内線 774) までお問い合わせください。
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①本市のまちづくりについて
②幼稚園について

①高齢者の見守りについて  ②健康寿命
延伸について

①介護支援について
②下水道整備について

マイナンバー、マイナ保険証について

都市計画道路城廻線について

公費助成の取り組みと拡充について

①郡山城跡公園グランドオープンを機に城下町を含
め、市民の活動の場が急増している。どんな活動が

有り、また、元気ある市民が活躍できるイベントはあるの
か。②幼稚園に対する保護者ニーズである預かり時間延長
や昼食提供などについて公立幼稚園として対応できるか。

①郡山城跡公園では、郡山にぎわいづくり事業を実
施しており、その中の郡山・市の日は、地元生産者

等の朝市です。個人やグループでも参加できるため、参加
を検討し活動の場を広げて頂きたい。②片桐幼稚園にて、
現在の幼稚園の仕組みの中で、人員配置を見直すことや配
食サービスを利用することで、令和１０年度から預かり時
間の延長や昼食の提供などを行いたいと考えています。

①孤独死が増加している状況で、一人暮らし高齢者
の見守り拡充のために、トイレの電球を変えるだけ

で24時間オン・オフがなければ自動でメールが届き、訪
問されるサービスの検討は？②健康寿命延伸のため、低栄
養と運動不足解消の方策としてスタンプ集めと、卵・牛乳・
豆腐を景品にすることを提案します。市の方針は？

①Ｉ０Ｔを活用した高齢者見守り事業について、効
果や費用面を考慮し、当市で既に取り組んでいる事

業と組み合わせ、充実に取り組んで参ります。②食生活に
おいて、たんぱく質を毎食接種することの重要性を広く啓
発すると共に、日常生活での歩数の増加を目指し、日々の
運動を習慣づける手法を検討して参ります。

①昨年の介護報酬削減で多くの市内事業所が経営悪
化を訴える中、支援策は？②スポットワークのタイ

ミーは労働トラブルが多く他市で不適切と指摘もあり、事
業支援には物価対策や報酬加算を求めるが今後の介護ＤＸ
の進捗は？③下水道整備について埼玉県の陥没事故の検証
では不充分な点検基準の指摘があるが、今後の点検強化は？

①スポットワーク活用セミナーや入門的研修の実施
など人材確保の支援に取組んでいます。②基幹系シ

ステムの標準化にあわせて、国が進める介護情報基盤と連
携できるよう準備します。③今後の陥没防止に向けた具体
的な方策を検討する奈良県地下占用物連絡会議や国の動向
を注視しつつ下水道の点検強化の対応をしていきます。

紙の保険証発行廃止により「マイナ保険証がないと
受診できなくなる」との不安が広がっているが、マ

イナンバーに関する相談件数は。国民健康保険も後期高齢
者医療と同様にマイナ保険証の有無に関わらず全ての方に

「資格確認書」を送付すべきではないか。

マイナンバーに関する問い合わせは、保険に関する
ものだけではありませんが、月に約４００件近く電

話による相談がございます。本市では、国の方針どおりマ
イナ保険証をお持ちの９，３１４名の方には「資格情報の
お知らせ」をまたマイナ保険証をお持ちでない５，４０８
名の方へは「資格確認書」を送付いたしました。

都市計画道路城廻り線開通により、JR 郡山駅西側か
ら郡山南小学校の南側の道を通って柳町へ抜ける道

である市道柳町停車場線における自動車の交通量は、どの
ぐらい増減すると見込んでいるのか。また、当該道路の歩
行者の安全確保は、どのように講じる予定か。

交通量は、平成23年7月の事業認可時におこなっ
た「将来交通量推計結果」において、1日あたり約

５００台増加すると示されています。当該道路の安全確保
としては、現状の道路幅での対応となるため、路面表示に
よる注意喚起対策が考えられ、各関係機関と協議を行い、
必要に応じて、グリーンベルト等の対策も検討します。
他の質問項目：小中学校の再編について

①不妊不育治療の通院に係る交通費の助成は？脱毛
症に悩む子どもへの医療用ウィッグ購入費の助成は？

②飼い主のいない猫の避妊・去勢手術補助金の増額は？③
食物アレルギーで学校給食を食べれないご家庭への支援は？

①交通費助成は、各自治体の地理的要因や公共交通
の整備状況等を踏まえる必要があるため、直ちに実

施することは困難であると考えております。脱毛症に悩む
子どもへの助成は、市全体の施策とのバランスや、子育て
健康関連事業などの優先順位を見極めながら、慎重に検討
してまいります。②現場のご意見もしっかりと伺いながら
検討してまいります。③学校給食を食べられないご家庭へ
の支援は、今後も国等の動向を注視してまいります。

冨野　孝之 議員

西村千鶴子 議員

德野　衆 議員

上田　健二 議員

下地　敦志 議員

福田　浩実 議員

令和７年
第３回  市議会定例会の結果
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障がい者福祉について

高齢者福祉の課題について

プレコンセプションケアの推進と取り組
みについて

障害児通所支援事業所における虐待通報
への対応と再発防止

空家の利活用について

子ども・子育て支援について

①障がい者の相談窓口として基幹相談支援センター
の設置が求められるが市の考えは？②手話施策推進

法が施行された。今後どのような取り組みをされるのか？

①障害者相談支援事業における相談件数が増加して
いるなかで地域における相談支援の中核となる基幹

相談支援センターの設置は相談窓口が一本化され、市民に
とってメリットになりますので、設置に向け、検討してま
いります。②平成２７年に制定した大和郡山市手話言語条
例の市の責務である「市民の手話に対する理解の促進を図
り、手話を使いやすい環境にするための施策を推進するも
のとする。」を実現できるよう施策を進めてまいります。

高齢者の社会的孤立や生活困難について①市はどの
ような課題を把握し、事業を実施しているか。②高

齢者を支えるネットワークはどのように構築されているか。

①高齢者が住み慣れた地域で人生の最後まで自分ら
しい暮らしを続けることができるよう、生活を支え

る相談窓口として、地域包括支援センターを設置していま
す。令和 7 年 10 月 1 日には矢田コミュニティ会館内に第
五地域包括支援センターを開設し、支援体制の強化を図り
ます。②各地区社会福祉協議会に生活支援コーディネータ
ーを配置し、地域に近いところで生活支援・介護予防サー
ビスの提供体制の構築を推進しています。

①男性へのＨＰＶワクチン接種の効果と接種助成の
お考えは？②ＡＭＨ検査について今後のお考えは？

①女性がワクチンを接種していても男性が未接種で
あれば性行為により感染する可能性もあります。男

性がＨＰＶワクチンを接種することで、肛門がんや陰茎が
んなどの予防や女性への感染リスクを減らし、子宮頸がん
予防の効果も期待できます。男性へのワクチン接種助成に
ついては、国の動向や他市町村の状況も把握し、今後見極
めてまいります。②ＡＭＨ検査は、出産時期などの検討材
料となり、早期の不妊治療につながる可能性もあることか
ら、検査費用の助成について、本市医師会と協議を行い、
実施方法や課題を整理しながら準備を進めてまいります。

①事案発生後、当該事業所利用者に対する安全・安
心確保について②再発防止策について

①虐待を行った職員の配置転換など利用者が安心し
て過ごせる環境を作るための措置をさらに講じます。

②当該事業所に虐待防止改善計画の作成や第三者による虐
待防止委員会の開催を求め、改善計画に沿って事業が行わ
れているか事業所または第三者委員から定期的に報告を受
け、必要に応じて事業所に対する指導や助言を行うなど当
該虐待の背景や要因を分析し、事業所の再発防止の取り組
みを支援してまいります。また、本市の現状や課題に合わ
せた施策を検討し、様々な角度から虐待の課題も含めて障
害者に対する理解を深めることに注力してまいります。

日本各地でも空き家の問題は深刻化しており、解決
には、民間との連携を図り、様々なアプローチで課

題に取り組む必要があると考えますが、本市での空き家の
利活用の取り組み状況や民間との連携状況、市営住宅にお
いても民間と連携して住みやすい環境に整えることができ
ないかについてお伺いします。

本市では、空き家の売却等を希望する所有者から情
報を受け、定住等を目的とした希望者に提供・紹介

する空き家バンクの設置のほか、空き家を店舗等として活
用する事業を公民連携で進めています。また市営住宅の空
き物件の使用は、非営利団体の事業者が計画される内容が
市営住宅施策に合致するか総合的な判断が必要と考えます。

少子化対策は喫緊の課題である。財源に限りがある
ことは承知しているが、本市が子育て世代にとって、

住みやすい町とするため、小学校の給食費無償化、保育園・
認定こども園の第２子以降の保育料完全無償化、子ども医
療費の無償化の拡充に向けて市の考えは？また、赤ちゃん
の紙おむつの無料配布もしくはサブスクを要望する。

小学校給食費、第２子以降の保育料、子ども医療費
について、それぞれを完全無償化するためには、多

額の追加予算が必要になり、他の子育て支援策との優先順
位を考慮し、現時点においては、引き続き、他市状況や国・
県の動向を注視し、慎重に検討したいと考えています。
他の質問項目：防災・減災対策について

北野伊津子 議員

丸谷　利一 議員

河田　和美 議員

中村　尊裕 議員

鈴木　健嗣 議員

堀川　力 議員
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